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なんとなくではなく意識的に生きる 
 

理事長 ウァルデマール・キッペス 

今年の 8 月は自分の人生を意識的に生

きるための機会に恵まれていたように思

う。皆さんはいかがでしたでしょうか？こ

の 8 月に起ったさまざまな事象が自分の

生き方になんらかの影響や変化を与えた

でしょうか。 

この記事を現在滞在中のドイツ・ミュン

ヘン市で書いている。9 月、毎日何千人も

の難民がドイツに到着している。何ヶ月も

の旅を経てきた人々は新たに生きる場を

探している。場というよりも自分たちを相

手にしてくれ、共に生き、住まわせてくれ

る”他者”を求めている。それは自分自身を

生きたいという叫びでもあろう。その叫び

に対して見て見ぬ振りをするか、それとも

何かしら援助をし共に歩もうとするか、そ

こに暮らす人々は難民に対して無関心で

は生きられないだろう。 

困難に出遭っている人、特に人生の最期

の道程を歩んでいる人に寄り添うとき、共

に生きることが中心となる。そういう状況

ではまず、自分自身が正直であることを要

求される。そのときこそ他者から得た考え

や理想ではなく、自分の考え、自分の信念、

自分の実際の生き方が問われる。喜びや悲

しみ、納得できた或いはできなかった体験、

成したこと、成し得なかったこと、成功と

失敗、責任を果たしたか、怠ったかなど。

これらの体験は理想と現実の違いを知る

よい機会になる。現在の自分こそが本当の

自分自身であることを認められなければ、

困難の中にある人の助けにはなれないだ

ろう。 

もちろん、自分自身（自分の体験）をど

んな相手（他者）にでも伝える／分かち合

う必要はない。自分自身に対して正直であ

ると同時に、伝えるべきこととそうでない

ことをわきまえる知性を持っていること

が望ましい。 

自分を知る方法とは？意識的に生きる

コツとは？ 私にとって 8 月はそのよい

きっかけになった。原子爆弾や終戦／敗戦、

お盆や花火大会、夏休みや高校野球とは何

なのか。単なる習慣やイベントではなく、

それらをひとつの刺激として受け取り、考

えるための機会として意識すれば、自身の

在り方を見直すことができる。 

こうした記念日や伝統的な行事は個人

的に作ったものでも望んだものでもなく、

社会の歴史的経緯や慣習によって出来上

がったものである。記念日は意識的に導入
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され、時を経て行動様式として定着した。

言い換えれば意図されたものである。それ

らを個人的にある程度は無視できても、そ

のもの自体を排除することはできない。賛

同するかどうかは別として、各記念日や行

事が成立した過程を知り、意識的に生きる

ことは個人の成熟にもつながろう。 

個人がすべての行事や記念日に参加す

る必要はない。自己であるためには、なに

が自分にとって大切であり、自分を活かせ

るかを判断すべきであろう。でなければ操

り人形のようになる危険がある。自分の考

えや判断は自己の人格形成のために不可

欠な条件である。 

ある習慣が自分の人生を満たし、反省や

成長、解放のきっかけにも成りうるし、逆

にのめり込んで依存者になることもある。 

「悪」 

・8 月 6 日と 9 日。それは世界で初めて

原子爆弾を市街地に投下した、人間の悲惨

な出来事の記念である。この２日は私にと

って私を含む「人間の心にある悪」の表出

であり、悪の可能性の極限を示すものとな

った。いのちを育成するのではなく、いの

ちを全滅させうることを示す記念日であ

る。使った側の誇り（！）、全滅させられ

た側の叫び！この 2 日は両者に何を教え

ているだろうか。私は悪や人を「物」のよ

うに考えないよう注意している。自分の心

の中に生きる「悪」を活かさないため、私

が意識している（日々闘っている）ことは、

挨拶すること、不慣れな習慣に「おかしい」

「間違いだ」というレッテルを貼らないこ

と、自己中心的な行動を取らないように意

識することなどがある。「悪」は生きるこ

とを弱め、破壊させる存在／力である。例

えば、お金や財産などは生きることを援助

するものだが、一方で、けんかや分裂、殺

人、紛争・戦争を引き起こし、死をもたら

す原因にもなる。 

思考や思想の多様性による生き方や習

慣の違いを認め合い活かせれば、人類が豊

かになる可能生がある。だが、異なる言語

や生き方／習慣は、むしろ無関心や違和感、

軽蔑や憎しみを生み出すことにもなる。不

慣れな習慣、生き方、外見の違い（皮膚の

色など）に対する違和感や軽蔑は、日々の

生活の中で無意識に現れる。現代の内戦と

戦争＝殺し合い、難民に対する態度にもそ

れは表れている。 

共に生きようとしないこと、異文化を認

めないこと、学ぼうとしないこと／したく

ないことの中に、すでに「悪」は働いてい

る。それは私にもあなたにも関係のあるこ

とである。「悪」は戦争の時だけでなく、

日々の生活の中にも（中にこそ）あるから

だ。私事になるが、ここ何ヶ月も私と挨拶

を交わさず、会うことを断っている知り合

いがいる。その理由は「スピリチュアリテ

ィが異なっているからだ」という。他者と

の間にスピリチュアリティの違いがある

のは当然である。かといって、それを理由

に挨拶しないことは私には考えられない

態度である。共に生きることを禁じるスピ

リチュアリティはスピリチュアリティで

はないからである。スピリチュアリティと

は「霊」＝人間の内面的なパワー、活かせ

るパワーであり、死なせるような力ではな

い。私は理想的な人間ではない。しかし、

この知り合いや異なる生活習慣を守る人

に挨拶しないことは考えられない。私は同

様な態度で報いないために、私が信じる超

自然者に知り合いの幸福をほぼ毎日祈っ

ている。 

さらに、十年以上前から臨床パストラル

ケア関連のことについて、ある教育機関は

私との関係を断っている。残念なことであ

る。だが、私はこの教育機関に対して否定

的な考えを持たないように努力している。

相互に優劣も可否もない考え／心である

からだ。私は、その教育機関の well-being

（健全さ）のために祈ることにしている。
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そのとき、心の健康を保つための私の格言

「I refuse to hate! 憎むことを拒む！」

に助けられている。 

人間の「悪」について不平や不満を表す

ためにエネルギーを使うくらいなら、自分

の心の“悪”を抑え込むためにエネルギー

を使った方が良い 

人間は考える能力を持っている。しかし、

全ての人間が同様な考えや判断をするわ

けではない。スピリチュアルケアとして他

者と共にいるためには、他者の考えや目標、

希望などを尊敬することが基礎になる。こ

のような心構えをもたずに共に生きるこ

と、付き添うことは無理であろう。そのた

めには、自分自身の考えをできるだけ明確

にする必要があるのは言うまでもない。自

分の信念などが曖昧であるなら、他者の考

えや思想に対し無分別に同意するような

浅い関係になるおそれがある。自分にとっ

て大切な事は何か、と解ったとき初めて他

者（相手）のことを真剣に聴き、理解する

ように努められるだろう。そのことを考え

るよい機会となった一例を以下に取り上

げる。 

「お盆」 

「お盆」は大勢の人々にとって関係のあ

る“とき”である。自分の祖先、自分のル

ーツに思いを馳せる尊敬と感謝のひとと

きである。そのために故郷に帰り、お墓を

掃除し、供え物の準備をする。第１日目は

墓参りに行き、祖先（の霊）を、提灯を灯

して家に迎える。３日間、祖先（の霊）は

子孫のもとで交流する。礼拝や御馳走を食

べ、家族も共に居るときである。三日目は

お別れのときになり、祖先（の霊）は再び

お墓に見送られる。 

お盆の時期に、旅立たれた方々を家に迎

えることを私は信じていない。この世から

旅立たれた方は身体をもたない状態で、今

も人格をもって生きていると信じている

からだ。身体は消えても、心と魂＝その人

格は生き続ける。言い換えるなら、旅立た

れた方々は今なお生きていると確信して

いるからだ。 

「お盆」や「墓参り」とは何か。このよ

うな習慣・伝統に関して何らかの確信をも

っているのか。あるいは単なる習慣にすぎ

ないのか。キリストを信じない人のクリス

マスツリーやクリスマスケーキのような

ものなのか？たとえ習慣や伝統的行事で

あっても、自分にとってそれがどういう意

味を持つものであるかを考え、位置づけて

おく必要があると思う。 

現代社会では、信仰・宗教に対する考え

方は昔とは大きく変わってきた。これまで

は、宗教はその捉え方の相違によってそれ

ぞれ異なる存在と考えられ、互いに敵対す

る時期があった（例：宗教戦争、他宗教者

への迫害）。民主主義の時代になってから

は、宗教は隣同士のようになり、共に歩む

ような傾向もある（「共に」と言っても、

異なる宗教が同じ信仰を持つようになっ

たという意味ではない）。宗教・信仰の違

いが明らかになった今こそ、自分の信仰を

明らかにし、充分に理解するべき時期がき

ている。身近な例で説明すると、私が現在

滞在している所（カトリックの司祭の家）

で働くハウスキーパーの一人は回教徒で

ラマダーンをよく守り、私の恩人でもある。

また、空港の礼拝堂はプロテスタントとカ

トリックの信徒が交代で使うだけでなく、

数年前からはイスラム教徒も使うように

なった。他宗教が共に歩むには、まずそれ

ぞれの信徒が自分の信仰をよく知ること

が必要であろう。 

意識的に生きる 

人生の困難の中で苦しむ人々の相手と

なるためには、たとえ上手く行かなかっ

たとしても、失敗や困難の中でも目標に

向かい希望をもって歩み続ける、そのよ
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うな人が助けになり得るだろう。そのた

めには、何かの誰かの真似ではなく、自

分の内面性の深め、心を満たすようなこ

ととは何かを知り、無為に日々を過ごさ

ないよう意識的に生きることが大切だ。 

 

困難の中にある方は自分の目の前に敏

感である。目の前の人が人生の経験者か、

意識的に生きる人か、共に歩める人である

かを素早く感じ取る、ということを知って

いなくてはそのような方の相手とはなり

えない。

 

日々、意識的に生きる訓練は 

臨床パストラルケア／スピリチュアルケアにとって必須の条件である。 

 

 

ことばは信じるに値するか？ 

公式教義と、ひとりひとりの胸のうち 

宗教情報センター／上智大学グリーフケア研究所  葛 西 賢 太 

ターミナルケアとかスピリチュアルケ

アといったものに関わっていると、受ける

誤解の一つに、“何か宗教を信じている人

は、死んだ後も自分がどうなるか確信（霊

魂の存在、極楽往生、再生と天国、等々）

がある（はずな）ので、死ぬのが怖くない

（はず）”というものがある。“信じる”と

いうことばは一人歩きする、おそろしいこ

とばだ。 

“何かを信じるとは多くの迷いと共に

生きることである”と、私は、思っている。

なにか信仰をもっていても、人間なのだか

ら、死ぬのは怖いだろうし残念だろう。懸

命に取り組んでいることがあればなおさ

らだ。怖いとか怖くないとか、決められる

のもいやだ。ではどうしたいか。 

上智の仕事でスピリチュアルケアへの

関わりができてから、自分の中でととのっ

ていないこの感じに、感情のことばでアプ

ローチできることを学んだ。たとえば、「自

分の感じているものをことばにする」こと

でずいぶん助けられる。「○○はむずむず

するし××はそわそわするし、◇◇は首筋

にナイフを突きつけられたような身体を

緊張させる感じがあるけれども、△△は自

分はこの形でよいと思っているのでしご

く安心で引っかかるものはない」云々と、

ことばにしてみる。自分の中でもととのっ

てはいないことが、相手に多少なりとも伝

わる言い方ができる。言葉でストレートに

表現したいというこだわりを一度はずす

ことが、意外にも近道になる。 

 

教義のことばのつじつま 

藤山という同僚が、最近、仏教の諸宗派に

おける霊魂観・他界観を調べている（『月

刊住職』11 月号と 12 月号に掲載予定 1）。

彼女は広範囲に徹底して調べるので、その

こぼれ話がいつもバラエティに富んでい

て楽しいのだが、今回、人が死んだ後どう

なるのかという説明の多様さと相互の矛

盾を見て、しみじみ、仏教諸宗派の方々は、

仏教のなかのこの矛盾をこれからどうす

るのだろうね？と考えさせられた。もちろ

ん仏教だけの話ではなく、キリスト教でも

イスラームでも死後の説明は簡単ではな

いのだが。 

仏教は 2500 年を超える歴史において、

インドのヒンドゥー教や、伝播してきた

国々のさまざまな宗教文化からの影響を

こうむっている。この宇宙について、生命

について、その宗教の目指すところについ
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て、様々な問いかけと応答がなされてきた

はずだ。そのやり取りを一つ紹介しよう。 

この世界は永遠か否か、有限か否か、身

体と生命は同一か否かなどの難問が気に

なっていた釈迦の弟子が、それを釈迦にた

ずねたところ、釈迦は答えを避けたと「箭

喩経」にある。かいつまんでこのお経の内

容を説明すると、こうだ。 

弟子はこれらの難問に釈迦が答えてく

れることを期待し、また答えがなければ修

行を放棄することもやむなしと考えて、問

いかける。釈迦はそうした難問への回答を

まって修行するのでは、死ぬまで修行を完

成することができないだろうと述べ、一つ

のたとえ話をする。毒矢に射られた人がい

て治療を受けようとしているのだけれど、

「この矢は誰が射たものか」「どんな弓な

のか」等々を知り得ないうちは治療を受け

ない、と強情を張ったらそのまま死んでし

まうであろう。同様に、弟子のあなたが挙

げた難問への答えが得られてもこの世の

苦しみはある。それら苦しみを制する方法

を私（釈迦）は教えてきた。難問に答える

ことは、その目的にかなわず、修行の基礎

にも助けにもならないので、説かない。い

っぽう修行の基礎にも助けにもなること

は説く。私（釈迦）が説くものと説かない

ものの違いをよく知るように。弟子はその

説明に納得して修行に励んだ 2。 

回答しない、というのは、誠実さを欠く

ようだが、ことばの限界を考えるとき、有

効な選択肢であることがわかる。仏教誕生

当時の教団外の社会において切実な関心

事であり、仏教に投げかけられる問いに後

世の弟子たちが答えるうちに、それについ

ての教説がつくられていった一面もある

だろう。それらをはらみこんで、全体とし

ては矛盾も含んだ形になってしまったの

だ。 

たとえば、「輪廻転生からの解脱」とそ

のための自己鍛錬は、現在にいたるまで仏

教のなかで重んじられている事柄ではあ

るが、複数の矛盾を含む考え方が仏教の中

に共存している。たとえば、坐禅のような

自己鍛錬は大切だが、そのいっぽうで、自

己鍛錬をしなかった死者をとむらって「成

仏」させるための儀式も仏教にはある。仏

教において、自己鍛錬ははたしてした方が

よいのかしない方がよいのか？ 釈迦の

弟子たちの時代は出家して自己鍛錬する

よう説かれていたわけだが、浄土真宗にお

いては、自力に対し他力を重んじる（自己

鍛錬に凝り固まるのではなく真摯に阿弥

陀仏に救済を乞い念仏を唱える）という、

ことなる価値観も提示されている。 

私としては、どちらかを“誤り”“創作”

“矛盾”と切り捨ててしまうのではなく、

“2500 年を超える歴史のなかで多様な

人々の問いに答えようとした痕跡”とみて

おきたい。旧約聖書の諸書の多様さが、そ

れを伝えた人々の多様さを反映している

ように。 

 

宗派による違い？十人十色？ 

さて、宗派によるちがいがあるから、「死

後の世界について、仏教ではどう考えるの

ですか」とたずねられたら、「宗派によっ

て違いますが……」という煮え切らない前

置きをして、その後にこまごまと説明をす

ることになろう。「キリスト教では……」

と聞かれたら、「カトリックでは……でも

ルター派では……」という答え方をするだ

ろう。イスラームでも仏教でも同様。とこ

ろで、宗教・宗派によって違うだけでなく、

実は同じ宗派の中でも、考え方は一つでは

ない、ということが忘れられがちだが、ス

ピリチュアルケアにかかわる私たちはこ

の個別性に敏感であろうとしている。スピ

リチュアルケアの現場とは、こうした多様

性に向き合うことが求められる場である

からだ。だから、「（カトリックでは……公

式には……こう考えますが、でも）私はこ

んな体験をしまして、こう考えます」とい

う主張も、「（カトリックだけれど……）正
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直なところ今は迷っています」という告白

も、ともに大切だ。 

宗教や宗派の公式見解とはずれる、個人

の体験や感じ方を拾い上げて関わってい

くことが、宗教的なものとの、紋切り型で

はない関わりをひらく。 Ana-Maria 

Rizzuto という精神科医は、クライエント

に神のイメージを描画してもらい、その

「生きた神」のイメージが所属宗派の神観

念と一致対応するか軋轢があるかを確認

することを勧めている（無神論 atheism あ

るいは無宗教 irreligion の場合も、たとえ

ば「こんな神なんていないはず」という神

のイメージを描いてもらうのだ）3。神の

イメージには、それまでの生育歴が反映さ

れている 4。私たちは所属宗派で判断しが

ちだが、所属宗派の枠に収まらない個性を

どう捉えるかが、実はケアの現場では大切

だった。私たちは頭ではわかっているのだ

けれども、初対面の宗教やなじみの薄い宗

教の場合、つい、頭が先に働いてしまい、

相手の個別性を“感じる”ことを忘れてし

まう。 

同じ名前で呼んでいてもお互い別のも

のを思い浮かべているかもしれない。スピ

リチュアルケアの現場でも、宗教学を講義

する教室でも、心にとめておきたい。神、

霊……自分と相手とは、これらのことばで

別のものを思い浮かべていることの方が

多いから、神などという神学的な言葉を使

って“外の人”に説明しようとするとしば

しば袋小路に入り込んでしまう。 

学問的な正確さを記すなら、同じことば

が違うものを指すのは当然だという前提

に立たなければならない。このことをふた

たび思いださせたのは、スピリチュアリテ

ィやスピリチュアルケアの学会公認の「定

義」をつむぎあげる試みとされた今年 9 月

の「スピリチュアルケア学会」（高野山大

学）であった。9 人の話者がそれぞれ提示

した「定義」案は、9 人それぞれが多様な

背景をもっていることを思いださせ、それ

をなんとかまとめてしまおうというよう

な試みの難しさを反映していた 5。 

 

あらためてことばを信じなおす 

…… 6  

 

shalom aleichem

 ˫x˪  ˷˫˩˧˪˰

aleichem shalom

 assalamu 

alaikum бЫуЯК 

аыЃЮϜ)  wa alaikum assalaam 
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------------------------------------ 
1: ご関心あれば以下もご覧を。藤山みどり｢現代の伝統仏教の『死後の世界』観｣、宗教情報センターウェブサイト、

2014 年 10 月 18 日（http://www.circam.jp/reports/02/detail/id=5184）、ほか。 

2: 漢訳「中阿含」第 221『箭喩経』、浪花宣明訳『原始仏典 第 5 巻 中部経典』、春秋社、2004 年、301-311 頁。
口伝えの経典ならではの繰り返し表現は煩瑣だが、語り口は面白い。興味があれば図書館などで一読されることを
お勧めしたい。 

3: ｢無宗教｣｢無神論｣と自分を位置づける人々が抱いている｢宗教観｣のリアリティを知ることはとても大事だと思っ
ているが、8 月にドイツで行われた国際宗教史会議においてもそのテーマ irreligion を扱ったセッションおよび報
告が複数あった。｢無宗教｣｢無神論｣を標榜する人は、宗教について一定以上の（ネガティブであれポジティブであ

れ客観的であれ）関心を持つ人であることも少なくない。これらが、神学や教学の枠を超えた開かれたことばで、
聞かれなければならない。 

4: 葛西賢太「リツトーの精神分析的信仰形成論 ― フロイト宗教論のもう一つの可能性」『東京大学宗教学年報』XI、

1994 年、49-63 頁。東京大学リポジトリからダウンロード可能。
http://repository.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/dspace/bitstream/2261/26616/1/rel01104.pdf 

5: 葛西賢太「スピリチュアリティの『定義』をたずねて」、東北大学大学院文学研究科実践宗教学寄附講座『実践宗

教学ニュースレター』第 8 号、2015 年として、日本スピリチュアルケア学会の 2015 年 9 月の定義構築ワークシ
ョップの比較的詳しい報告が掲載されている。以下でダウンロード可能。 

http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/ ニュースレター 

6: 平田オリザ『演技と演出』講談社現代新書、2012 年。 

7: ハートフォード神学校の旧約聖書学者、Uriah Kim 先生から教えていただいた。 

 

浄土真宗本願寺派における「祈り」について 

龍谷大学文学部真宗学科専任講師 打 本 弘 祐 

 

18回日本臨床パストラルケア研究会

のパネルディスカッションにおいて、

各宗教における「祈り」が話題となった。

その際に私が所属する浄土真宗本願寺派

（以下、本派と略す）の教義にもとづき「阿

弥陀仏は祈りを聞かない」「浄土真宗は祈

らない」と意見を述べたことが、縁となり

本誌へと投稿の機会を頂いた次第である。

ここで本派の「祈り」という言葉への見解

と共に、臨床での「祈り」についての私見

を述べさせて頂きたい。 

本派では門信徒の生活指針に「祈り」を

行わないことが明記されている。それは開

祖である親鸞聖人が生きていた当時の仏

教界で行われていた無病息災や病気平癒

の為の祈祷や、良時吉日を占い等の否定に

もとづいている。現代でも一般的に行われ

る合格祈願や交通安全、家内安全といった

現世利益を求める祈祷や、TV で流れてい

る今日の運勢などをあてにしない。加えて

「祈り」の字義は「神」を意味する為、阿

弥陀仏一仏を信仰することや、親鸞聖人の

厳密な漢字の用法に準じて「祈」を用いず、

「念じる」「願う」などへ置き換えている

習慣がある。 

このような伝統を持つ本派において、

「祈り」が問題となったのが、2002 年 12

月 10 日の毎日新聞に「浄土真宗本願寺派、

祈り公認」と掲載された時である。内容を

要約すると、本派の国会にあたる定期宗会

で、祈りの否定に疑問を投げ掛ける質問に

対し、内閣法制局長官ともいえる教学研究

所長の大峯 顕（おおみねあきら 大阪大名

誉教授・宗教哲学）が「『祈り』とは聖な

るものと人間との内面的な魂の交流であ

り、あらゆる宗教の核心。『祈り』の概念

は現世利益を求める祈祷よりも広く、祈り

なくして宗教は成り立たない」と答弁した

ことが問題となり、結果として大峯所長が

職を辞すことで収束が図られた。 

このことを会員の皆さんはどう思われ

るだろうか？お気づきのことだと思うが、

根本的な問題は、一宗派内における現世利

益を求める祈祷の「祈り」と、宗教哲学に

おける聖なるものと人間との間での「祈り」

の意味が異なるが故に衝突したのである。 

第 
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このように学問的な立場で議論するこ

とと同様の構造が、臨床で誰かに「祈る」

ときにも起こりうる。相手の同意なしに勝

手に祈ることはなかろうが、祈られる相手

はどのように「祈り」を捉えているのだろ

うか？ 同じ信仰を持つ相手であれば、相

違は起こりにくい。だが、臨床で出会う

方々は必ずしも同じ信仰ではない。「祈り」

が受け入れられれば良いが、相手の信仰次

第では、祈ると逆に反発を受ける可能性も

ある。常に「祈り」の文脈が異なる事を念

頭に置き、相手との対話を通して「祈り」

を創造することが大切なのではないか。そ

れがたとえ無言の相手であったとしても、

それに応じた「祈り」の創造を･･･。 

「祈り」の伝統を持たない私にとって、

今回の大会は「祈る」人々との対話の再ス

タートとなった。というのも、キリスト教

系病院で研修していた時、あるクリスチャ

ンの患者さんから「祈り」を求められたこ

とがある。いろいろな話のあと「祈ってく

ださいませんか？」と唐突に請われた。チ

ャプレンが患者さんへと行う祈りの言葉

と存在の在り方をそばで経験しており、到

底真似のできないことが分かっていた私

は、チャプレンに来てもらうことを提案し

た。だがそれでも「あなたに祈ってほしい」

と告げられた。私は自分の信仰の中に「祈

り」がないことを再度伝えたあと、不思議

にも私は「良かったらお互いの最も大切な

存在を思う時間を共にしませんか？」とい

う言葉を発していた。患者さんはニコッと

微笑みながら受け入れてくださった。その

方は神を思い、私は阿弥陀仏を思うという

お互いの信仰するものを思う静かな時間

を共にさせて頂いた。 

振り返れば、病院の中で異なる信仰の者

同士であっても、自ら信ずる超越的存在を

思い、時と場を共にするが私にとって最初

の「祈り」だったのかもしれない。これは

「祈り」なのか、ケアの現場において「祈

る」とは果たして何を意味するのか？今後、

皆さんとの対話を通して洞察を深めてい

きたいと願っている。

 

「祈り」について 

臨床パストラル・カウンセラー 高 橋 佳 代 子 

 

が生きているこの世界は、目に見え

る物も見えない物(意識など)も、創

造主も被造物も、生きているか死んでいる

かの別も、次元も、あらゆる違いを超えて

「ワンネス(ひとつ)」と捉えております。 

私にとって『祈り』とは、この「ワンネ

ス」に繋がっている状態です。ワンネスを

タペストリーに例えれば、ひとりの人間は、

その織物を成す 1 本の糸に例えられるで

しょう。人間は 1 本の糸であるばかりでな

く、宗教の違いを超えて元々一人一人がス

ピリチュアルな存在です。私たちの中核に

は、誰にも例外なく「聖なる領域」があり

ます。これは神性と言われたり、仏性と言

われたりしますが、私は「愛そのもののエ

ネルギー」または「無限の自己」と言い表

します。また、これを「内なる宇宙」と言

うなら、内なる宇宙は外の宇宙「ワンネス」

と繋がっております。私たち全ての人間は、

「無限の自己」によってすべてとつながっ

ていると私は信じます。 

私にとっての祈りである、「ワンネスに

繋がっている状態」とは、たとえば瞑想状

態であったり、身に起こることをギフトと

受け入れられる状態、感謝の念、祝福の念、

愛を感じられるときも、私は繋がりを感じ

ます。 

もっと身近には、熱帯夜から解放されて

冷房に頼らず窓を開けて就寝したら、網戸

から入った涼やかな風が全身を撫でた時、

私 
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「愛されている…」と感じました。冷房が

なくても眠れる夜を与えられて、幸せを感

じました。その時、祈りの対象は何かと問

われたら、「そよ風の送り主」と答えまし

ょう。 

息をのむほど美しい海を見た時も、ワン

ネスに繋がっていたと思います。大自然は

雑多な日常のしがらみから、大事なところ

へ私たちを呼び戻してくれます。 

幼児期に、私の危機を察して度々救って

くれた祖父の愛を思い出すと、私はいつも

涙がこみあげます。愛された記憶は人生を

支えてくれます。今は亡き祖父は、きっと

今でも、私に何かあれば救おうとしてくだ

さるだろうと信じられます。「私にはそう

いう人がいる」という安心感も、ワンネス

との繋がりを感じさせてくれます。 

昔、釈明の機会も与えられず親戚中に悪

者にされ続けた忍従の年月…数十年も経

ってから、自然に誤解が解けたことがあり

ました。自ら正しさを証明しなくても、お

天道様が自然の成り行きを使って証明し

てくれたのです。この時から私は「成り行

きの善意」を信じられるようになりました。

これは私の人生を支える大きな信頼感で

す。思い通りにならないことが身に起きた

場合でも、「これにはきっと訳がある」と

受け取る癖が私にはあります。天の計らい

を信じられます。それも、ワンネスに繋が

っているときです。 

加藤先生が『個人の勝手な願いで、ああ

してくれ、こうしてくれとお願いするのは

失礼なことと教えられている』述べておら

れましたが、私も同じように感じておりま

した。多くの方は、「子どもが五体満足に

生まれますように」と祈りますが、私にと

っては、五体満足でもそうでなくても、授

かった子どもがそのまま有難いと思って

おりました。ああであれば有難いが、願い

が通らないのは自分に罪があるからでは

ないかと受け取るのも不遜な気がします。 

あとひとつ、催眠療法を行う立場から忘

れてはならない「一致の体験」を紹介しま

す。催眠状態では、自分の内にある聖なる

領域の「愛のエネルギー」に対面したり、

または体感して、身体が震えるような愛を

感じて涙があふれることが起こります。そ

の感覚を言葉に表すのは難しいのですが、

臨死体験をした方が「光と対面したとき」

の表現と通じます。これも祈りの状態と捉

えます。 

日常に戻って、何かの選択のときに何を

大事にしているかといえば、私は天の思し

召しに焦点を合わせます。それもワンネス

に繋がっていることです。祈りをこのよう

に捉えれば、私の生き方が、そのまま祈り

だと言えます。

 

祈 り 

臨床パストラル・カウンセラー 大 島 と し 江 

 

りは私にとって安寧な時を迎える空

間そのものです。それは、幼い頃か

ら自然と身に着いたもので、宗教的背景の

無い私にとって、祈る対象はありとあらゆ

る自然の恵み、食べ物・人・モノ・身近な

生き物の死まで、幼い頃より手を合わせて

過ごして来ました。しかし、その祈りは成

長するにつれ、テスト前の神頼みにとって

代わり、自分の欲する物への願いとなり、

未来への望みや、果ては希望の仕事を得る

祈りとまでになって行きました。それでも、

祈っている時は平安です。その望みをただ

一心に祈るのですから、他に雑多な事は考

えず欲は無く、自分の願いが天に神に届く

ようにと祈りを捧げていました。 

この祈りが全くの自己中心的な祈りで

祈 
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あると知ったのは大学生の時でした。その

後看護師として働くようになると祈りは

病む人へ捧げるものとなりました。痛みか

らの解放、不安から平安へ、命の終わりが

穏やかでありますようにと、祈らずには居

られない出来事が目の前で起きて、言葉で

あったり心ひそかな祈りであったり、喜び

もまた、元気に退院して行く後ろ姿に、良

き日が続きますようにと、そっと祈り続け

ました。 

祈りながら苦しくて、祈っても、祈って

も枯渇する感覚。祈るほどに自分の不足が

目の前に映し出され気分が落ち込み、私の

祈りとは目の前からの逃避そのものでは

ないかと思えて仕方がありませんでした。 

ある日、知人が面白い事を話していまし

た。「走っちゃダメ」と子供に言うと、子供

の脳は「走る」を想像、次にその走ってい

る姿を否定する、脳は否定を理解するのは

難しいので次もまた、「走っちゃダメ」と言

われて「走る」。その結果、何度言っても理

解できない子という解釈が生まれる。と言

う話を聞き、聴きながらどこか私の祈りに

似ているという感覚を持ちました。 

自分の不足している所に目を向けて、よ

り良い事をと、望みに目を向けて祈る時、

それは自分の不足している部分に焦点化

している事。何度も何度も不足部分が得ら

れるようにと祈っているうちに、脳は自然

と充たされていない部分へと集中し、無い

から欲しいという気持ちをより引き起こ

す。不足部分を焦点化すると無いものが大

きく見え、手に入らないとなると失望する

という循環、それはまるでテスト前の神頼

み、無い物ねだりのような祈りの結果、祈

りによる枯渇感を生み出していたのでは

ないかと思いました。 

そう知った時から自然と私の祈りは幼

い頃の感謝の祈りへと戻って行きました。

それは、雨の大切さ、夏ゼミの声、風の音、

食物への感謝。分かち合う幸せ、傍に居る

優しさ、手のぬくもり、息の静けさ、言葉

の温かさ、命がある幸せを祈る。気がつけ

ば、今自分の周りにすでに有る、自然・人・

モノ・命・夢、それら全てが「今ここに有

る」を知るに繋がりました。小さくても充

たされていると知ると病む事にも休息と

いう意味が生まれ、不足は工夫を楽しむ知

恵へと変化して行きました。 

今、祈りは感謝を伝える場となり、私に

安寧な時間をもたらしてくれています。

 

 

 

 

ᵂ ׄ Ⱳ ρ ὕ  

ウァルデマール・キッペス 

手術や薬物は病んでいる人に必要であ

っても、それがすべてではありません。ま

た、患者だけでなく、医療スタッフにも内

面的な援助が欠かせません。制約された時

間の中で、患者の治療だけでなく事務的お

よび医療コスト面などにも考慮を求めら

れる医療従事者の心の痛みに対して、ケア

や援助が望まれることも少なくないでし

ょう。 

心のケアの基礎はマニュアル的なもの

ではなく、生きている心です。生きている

心は病室内だけではなく、日々の生活スタ

イルとして身につけるものでもあります。

以下に取り挙げる項目はあくまで例であ

り、必ずしも心のケアの必須条件としての

課題ではありません。 

ȷɒɨȿɣȠɩȯȠǵү▌Ὑ 8 
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学習すべき課題 

・傾聴：話すことより耳を傾けることが優

先課題。自分自身の内面的な声を聴き、

健全な考え／思想と病理的な考え／思

想とを弁えるコツ。 

・静けさ：情報や IT を適切に選択できる

余裕をもつことや自分独りだけの時間

を大切にする。ニュースや面白くない番

組／チャンネルを次々と変えることや

スマートフォンの機能に振り回されな

いように注意。自己にとって健全な番組

を選択するコツと責任。 

・自分自身の考え／人生観：周囲の意見／

習慣よりも自分の体験から得た生活の

知恵に基づいた生き方は、多様性のある

現代社会において日々向き合うべき課

題です。伝統的な宗教や信仰に対して自

分の考えを持っていなければ、現代の IS

（Islamic State）的な原理主義者になる

可能性すらあります。 例えば、ロー

マ・カトリック教会の教えの内容は、現

代の自然科学や精神科学（例：言語の研

究）の新たな発見と発展によって絶えず

変化しています。言葉の深い理解は今ま

での習慣を変えていく要因になってい

ます。そのため伝統や習慣を基にしたラ

イフスタイルによる安心感は次第に失

われています。 

4 年前の東北の地震と津波は「まじめに

働き、家を建て、定年後は安心して暮ら

す夢」を破壊し、一人ひとりが新しい人

生観を作らざる得ないことを物語って

います。 

自己のできないことではなく、できるこ

とのために全力をつくすことが大切です。 

 

患者訪問の実践 

・病室に入る前：「何を話したらいいか」

ではなく「自分は今、自分自身であるか」

を中心課題にすること。日常生活で外出

の途中、突然誰かに会っても「何を話す

か」は考えないのと同じです。日 「々今」

のときを自分が自分らしく生きようと

すれば、病室に入るときにも、病室にい

るときと同様になります。形式的な生き

方は健全ではありません。 

・病室内：本ものの自分自身であり続ける

こと。しゃべることや教えること／アド

バイスではなく、患者さんに耳を傾けて

ニーズを聞き取り、応答のために全力を

尽くすこと。自分の知らないことは隠さ

ずに認め、何でも知っている振りはしな

いこと。「私は○○さんのことがよく解

ります」と言わないこと。患者さんと同

様な体験／病気／手術の体験があって

も、それは各々で異なっていることも少

なくないからです。沈黙や無力な状況か

ら逃げないこと。どうしてもその場にお

られなくなったときは、それを正直に患

者さんに告げること。「また来ます」や

「今日忙しいから」のような言い訳はし

ないこと。「病気が中心ではなく、相手

が中心であること」を意識すること。 

「病人さん」と「病気をもっている人」

を混同しないこと。人生の最期の時は

「死に臨んでいること」ではなく「人生

の完成への道程を歩んでいること」だと

意識すること。 

「時間の問題」ではなく「今の人生の道

しるべ」を意識することなどです。「この

患者のケース」ではなく「掛け替えのな

い一人の人間」との出会いが中心課題！ 

要するに結論として言えるのは、本もの

の自分自身であり続けることが大切なの

です。
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訪問記録の実例 

会話記録（H：ホスト、G：ゲスト） 

Ｇは70 代男性で、肝臓がん（本人も知っている） 

Ｈ１：腰掛けさせて頂いてよろしいでしょうか。

（側に椅子を持ってきて坐る） 

Ｇ１： どうぞ、今日はどういう事で来られたの

ですか。 

Ｈ２：○○と申します。実習をさせて頂きに来

ました。どういうお気持ちで病気を受け取

られているか、聞かせて頂きた いと思っ

て来ました。 

Ｇ２：精神的なことですね 

Ｈ３：はい。 

Ｇ３：もう、病気になってしまったのだから、そ

れを受け止めるしかありません。どうしてこ

うなったのかとか、今までの生活がいけな

かったなど考えてもどうにも成りません。 

病気に成ってしまっているのだから。病気

の今、これからどうしようかと考えるしかな

いですよ。そりゃ癌だといわれた時、平気

だったわけじゃあないですが、今まで生き

てきて、病気に成って、死んでいっても自

然だなと思います。 

Ｈ４：自然だと思われるのですか。 

Ｇ４：そうです。だから、家に居ても別に病気

だとか思わないで普通のように暮らしてい

ます。家族が心配してくれていることが良く

分かりますよ。でも、替ってもらうわけに行

かない。私だけのものですから。よく俺は

病気だという顔をし、暗い生活を送る人が

いますが、私はそうでないですよ。町内の

どぶ掃除にも同じように行きますしね。で

も近所の人が気を遣ってＧさん休んでいて

いいよとか言ってくれると嬉 しいね。 

Ｈ５：Ｇさんは前向きですばらしいですね。そ

れに周りの人が、気遣ってくださると嬉しい

ですよね。 

Ｇ５：嬉しいね、手を合わせたいくら

い有り難い。自分だけでなく周りの

人たちと一緒に生活しているのだからその

人たちに大事にしてもらうのは有り難い。 

Ｈ６：有り難いですね 

Ｇ６：私はこれで３度目の入院なんですよ。２

回目が一番辛かった。肝臓に抗がん剤を

入れて１０時間すると熱が８度５分まで上

がってきて、熱だけならいいが、暫く６時間

ほどすると内臓の肉と皮が剥がされる様

に痛くて、苦しくてそれが休まる間が無くず

っと痛い、息をする間も無い。こんな辛さを

体験したことは初めてで。苦しくて、苦しく

て、ふーっと引き込まれそうに成ったら、目

の前に青い、青い空が開け、その中を自

分が音も、風のような抵抗も無く、ものすご

いスピードで吸い込まれて行くのが解った。

それがなんともいえずに気持ちが良く、こ

のまま行ったら死ぬんだなーと思ったが恐

くも何とも無かった。そしたら、誰かにすご

い勢いで起こされ、「Ｇさん目を覚ましなさ

い、そうしないと死んじゃいますよ」と声が

聞こえた。気がつくと看護婦さんに揺り起

こされていた。こんな事が２回あった。 

Ｈ７：そうですか、このまま行くと死ぬと思った

のですか 

Ｇ７：もう境界線を越えていたと思う。天国に

行きかけていたんだな。なんともいえず気

分が良かった。死ぬということがどういう事

か分かったから、死ぬことは一つも恐くな

い。 ああなると知っているから。 

Ｈ８：そうですか、それはすごい体験をされま

したね 

Ｇ８：ここの先生はいい先生だ。こんな先生は

スピリチュアルケアの的確な援助者の教室 
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他には居ないな。この話を一回したと思う、

そしたら「そんな目にあわせて済まなかっ

たな」といっていた。だけど、謝って貰う事

ではない。一線を超える位のことをしたか

ら、今のようにこうして癌が小さくなってい

ると思う。３ｃｍ位だったのが今１ｃｍでもう

一息というところや。 

Ｈ９：そうですか良くなっているのですね。よ

かったですね。 

Ｇ９：後５年位は大丈夫だろうと言われた。私

は音楽関係の趣味を持っていて、これが

生きがいになっているのですよ。 

Ｈ１０：生きがいに成っている趣味って邦楽関

係ですか 

Ｇ１０：尺八を５０人ばかりに教えているので

す。琴と三味線と演奏すると尺八がリード

するのですよ。 

Ｈ１１：私は何も解りませんが尺八の音色を

聞くと心が落ち着ますね。 

Ｇ１１：そうです尺八の音色は、吹く人そのも

のが出るといわれています。尺八の音色

を聞かせるとけんかも治まりますよ。 

Ｈ１２：そうですか、人のために吹かれるので

すね。 

Ｇ１２：そうです。これが私の役割と思ってい

ます。この役割を最後まで全うして生きた

い。命が長らえたのはこの役割を果たす

ためと思ってます。 

Ｈ１３：今日はＧさんの病気に対しての前向き

な生き方、又、尺八を伝えることを使命と

考えておられることを聴かせて頂き、教え

られることが多かったです。Ｇさんはすば

らしいお人柄ですね。本当にありがとうご

ざいました。又、お伺いさせて頂いてよろし

いでしょうか。 

Ｇ１３：私は人に迷惑をかけたり、非難される

ようなことはして来なかった。今日は私も

勉強になりましたよ。又来てください。あり

がとう。

 

▼訪問記録に対する▼ 

 

 

パストラルケアにおける同伴者として。

G の命が前向きに、活きいきと輝くことに

手伝えたか否かを基に、今回の訪問を三つ

に分け、H1~H3 を導入。G3~G12 を同伴

者としての関わり、H13~G13 をまとめと

してコメントします。 

 

１）導入について（H1~H３） 

H1「腰掛けさせて頂いてよろしいでしょ

うか」（側に椅子を持ってきて座る） 

H の行動の積極さに、私はやや圧倒さ

れます。それはこれでいいのだとは思う

ものの、多くの研修者に接していると、

ビクビク感があり、断られるのではない

かとの怖れをもって、入室される方が多

いからです。それに対し、G1「どうぞ、

今日はどういう事でこられたのですか」私

しにとってはどきっ！とすることばで

す。拒否を含んだ響きがするからです。

それに対しての H2「○○と申します。実

習をさせて頂きに来ました。どういうお気

持ちで病気を受け取られているか、聞か

せて頂きたいと思って来ました」これは H

の見事な応答です。G は心を引き立たせ

たのではないでしょうか。自分の名前を

先に名のり、訪問の理由、目的を過不足

なく伝えています。そして「聞かせて頂

きたいと思って来ました」と。G２「精神

的なことですね」G の理解の良さもあり

ますが、H２のことばに動かされている

ようです。H3「はい」この無駄のない

返事、この３回の H・G の関わりの中に、

H・G がピタッと一つになり、出発の用

意が整ったのを感じます。これはいいで

～～Sr.泉 先生からのコメント～～ 
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すね、こうなれば後は成功でしょう。事

実、G は出発の用意が出来、心のフタを

取っぱらったかのように、H の訪問の目

的に答えて、自分を開きます。 

この導入部がいかに大切か、私も改め

て学ばせてもらいました。同時に、H２

に対して、G2 のようではなく「今、そ

のゆとりなどありません」とか「実習？」

というような表情で、やや近づき難い方

もおられることを意に留めておきまし

ょう。 

 

２）同伴者としてのあり方（H３～G12） 

G が心を開き、活きいきと、いのちが

輝いていくさま、その為の H の同伴者

としての特徴がここで感じられます。そ

れは H4～H12 まで、H が G の話しを

聴き、的確にキーワードを捉え（多くは

最後のことば）それを自分の価値観を添

えずに、確認するかのように返している

ことです。そのことばが G の心の的に

当たったかのように「そうです」とのこ

とばと共に波に乗ってドンドン自分を

広め深めながら、楽しみながら沖へ漕ぎ

出しているというイメージを持ちまし

た。それは、H が良い聴き手、支え手で

あったことのしるしでしょうし、主役を

G に演じさせています。G の話しの中か

ら、キーワードを捉え、それを確認とい

う形で返し、支えとする能力を養うこと

が、どれ程大切であるかを学びました。

H４の「自然だと思われるのですか」に G

４「そうです」と確信（納得）に満ちた

返事とその後の長く自分を語るに至る

ことは印象的です。 

H５、G のことばに感動した H のこと

ば「すばらしいですね」「嬉しいですね」

に G も又「嬉しいね」「ありがたい」と共

感しているのですね。 

H6「ありがたいですね」、その後 G は

長い自分の体験を話します。 

H7「そうですか、このまま行くと死ぬと

思ったのですか」ここからはリーダーが

G に転じているように思えて楽しくな

ります。G が H の未体験を体験してい

る先輩だからでしょうか。H８「そうで

すか、それはすごい体験をされましたね」

もうGの話しは止むことなく、楽しく、

嬉しくたまらないという様子です。今後

の人生計画につながります。G は H の

支えによって（同伴）希望を表現する事

が出来ました。 

H9、H10、H11、H12「人の為に吹か

れるのですね」G「そうです」G に「そう

です」と言わせ、その後大切なものを語

らせる場面が３回ありました。G の心の

的に当る H のことば（反応）があった

からでしょう。印象的です。 

 

３）まとめ（H13、G14） 

H13 は今回の G との出会いを要約し

ています。そして学びがあったことを感

謝し、次の予約にまで至っています。

G13 も自分の生き方を理解してくれる

協力者 H を得て、自己確認ができて、

自分を知る学びを得ました。又来て下さ

いと言っています。素晴らしい出会いで

したね。私も又学びでした。 

 

感想 

見事な同伴者の場面を見せて下さった

H さんに「ありがとうとおめでとう」を言

いたいですね。キーワードの返し方に無駄

がなく、明確であることに感心しました。

H のキーワードに刺激され、G が自分らし

さを発揮、前進し、活きいきさを増してい

く様は、映像を見ているようでもありまし

た。同伴者の必要性を感じさせられました。

導入のことばも見事でした。G の能力、人

格も尊敬できますが、同伴する相手はこの

ような方ばかりではないことも又事実で

すから、学びが必要です。
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Ｈ１で、「腰掛けさせて頂いてよろしいでし

ょうか」と聞きながらも、返事を待たずに、

「（側に椅子を持ってきて坐る）」事が出来

るし、「（Ｇ１）今日はどういう事で来られた

のですか」と聞かれているので、お二人は

何回もお逢いしていて、信頼関係が出来て

いるのでしょう。Ｈの自由で慣れた行動は、

医療関係の仕事をされてるのかと推測し

ます。しかし、今回は、「（Ｈ２）○○と申

します」と、職務としてではなく、自分の

名前で、「どういうお気持ちで病気を受け取ら

れているか、聞かせて頂きたい」と、Ｇと共

に居ようとされた事は、私たちの目指すス

ピリチュアルな世界に入られた事だと思

います。私的な事ですが、私がチャプレン

として迎えられた時、院長が、「私は＜病

気を見ないで、病人を見よ＞と教授に教え

られて来たが、どうしても病気を見てしま

う。病人を見て下さい。よろしくお願いし

ます」と頭を下げられ、驚いた事でした。

Ｈは、私のテーマと同じ「病人を見る」た

めに、「（Ｈ２）実習をさせて頂きに来ました」

と改めて、自己紹介をされたのでしょう。 

しかし、私の憶測に反して、Ｈが初めて

訪問したのであれば、「腰かけさせていただ

いてよろしいでしょうか」と謙遜に聞いては

いますが、Ｇの返事を待たずに椅子を持っ

て来て、側に座ったのではＧは困惑する事

でしょう。Ｇには、逢いたくない人もいる

はずです。Ｈが、その「逢いたくない人」

に選ばれているなら、他のスピリチュアル

ケア・ワーカーの援助を求めなくてはなり

ません。 

Ｈ２で、「○○と申します」と自分の名前

で、Ｇの前に立つ（座る）事は大切です。

職業や技術で援助するものではないので

す。Ｇが、「（Ｇ２）精神的なことですね」

と言われたのは、Ｈが、自己紹介し、今ま

でにＧと話された事がある「スピリチュアル

なこと」、「病気でなく、病人を見る」事と理

解して下さったのでしょう。 

Ｇは、「（Ｇ３）死んでいっても自然だなと

思います」と諦め、いま、自分に与えられ

ている使命や希望については理解がない

ようです。「（Ｇ４）病気だとか思わないで

普通のように暮らしています」と言われたの

を、「（Ｈ５）前向きですばらしい」と言わ

れた事で、スピリチュアルな世界から離れ、

後向きになってしまいました。 

Ｇが一番辛かった時に、「（Ｇ６）青い空

が開け、・・ものすごいスピードで吸い込まれ

て行く・・死ぬんだなーと思ったが恐くも何と

も無かった」と、不思議な体験を話され、

「（Ｇ７）死ぬということがどういう事か分か

ったから、死ぬことは一つも恐くない」と言わ

れました。しかし、その体験は、いま自分

に与えられている命の意味、使命について

は考えておられないようです。Ｈは、いま、

ここで、Ｇが、ご自分に与えられている使

命や意味との関係をお聞きしたい事です。 

Ｇ８で、担当医師に、「この話」を話さ

れた時、医師は、Ｇの肉体的な痛みに対し

て謝ってくださったのでしょうか。しかし、

Ｇは、臨死体験の「気持ちが良く」なり、

死を意識しながらも「恐くも何とも無かっ

た」事を伝えたかったのでしょう。医師に

は、Ｇの不思議な体験よりも、痛みへの配

慮が大きかったのでしょう。Ｇは、医師に

は通じなかった世界をＨに話したいと願

っていたのでしょう。 

看護師さんの、「Ｇさん目を覚ましなさい、

そうしないと死んじゃいますよ」は、手術が

終わって、ほっとして言われた言葉でしょ

う。しかし、大切で、考えさせられる言葉

です。いよいよ目を覚まし、自分の命を死

なないものに変えるチャンスが来た事を

告げ、いま、目を覚まさないと、「死んじ

ゃう」事なのです。 

～～中島 先生からのコメント～～ 
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Ｇが、「癌が小さくなっていると思う。３cm

位だったのが今１cm でもう一息というところ

や」と言うと、「（Ｈ９）良くなっているので

すね。よかったですね」と、治癒する事に話

を進め、Ｇを励まそうとされたのでしょう。

しかし、Ｇは、「（Ｇ９）後５年位は大丈夫

だろうと言われた」と、現実の厳しさに戻り

ました。そして、趣味が「（Ｇ９）生きがい

になっている」と言われました。「（Ｇ１０）

尺八を５０人ばかりに教えている」事が、生

きがいなら、それは、後５年位で終わるの

でしょうか。尺八の仲間（生徒）に、それ

ぞれの生きる意味、使命について考えて貰

い、それぞれに与えられている方向をＧが

指さす必要が語れたら良かったと思いま

す。しかし、「（Ｈ１１）尺八の音色を聞く

と心が落ち着ますね」と、気持ちの問題に

なってしまいました。Ｇは残された時間を

自分の生きがいである事に使いたいと言

われていますが、それでは時間も命も私物

化して、消えて行く事になります。残され

た時間は、自分の為ではなく、時間を託さ

れた使命として、共にいる仲間に気付いて

貰う使命が与えられているのかも知れま

せん。Ｈは、いま、Ｇに命が与えられてい

る事は、Ｇの使命がある事を指さす事が出

来れば良かったと思います。 

Ｇは、尺八が持つ個性と「けんかも治る」

力を伝えたいと語り、「（Ｇ１２）これが私

の役割と思っています。この役割を最後まで

全うして生きたい。命が長らえたのはこの役

割を果たすためと思ってます」と、ご自分の

使命を話されました。それは、Ｈ１３の総

括とは異なると思われます。Ｇに与えられ

ている命、Ｇに託されている使命を指さす

ことがＨに求められているのです。与えら

れた良い出会いの時に、Ｇの技能と奉仕を

褒めるだけでなく、Ｇに与えられた世界、

スピリチュアルな世界へ近づけるように、

そして、Ｇがその世界を指さす事が出来た

ら良いと思います。Ｇは、自己肯定が出来、

「（Ｇ１３）・・又来てください。ありがとう」

と言ってくれました。私たちの指さすスピ

リチュアルな世界へ、共に進みたいと願い

ます。

 

 

 

 

 

みどりの杜病院* 副院長 丸 山  寛 

ドイツ研修旅行に参加した感想を申し

述べます。まずは私が何たるか、また、ど

ういう気持ちでこの研修に臨んだかにつ

いての話から始めます。私は外科医を止め

て完全独立型ホスピスに勤めるようにな

って約半年が経過した医師です。第二の医

師人生は緩和医療と決めて 4 年程の間に

WHOの提唱するところの“苦痛”を常に考

え、全人的医療を目指してきたつもりです。

しかし、その大きな柱であるスピリチュア

ルペインに関しての掘り下げた話をして

下さる人に出会ったことがなく、また、学

者の理論も現場には歯が立たない実感で

した。そんな時、今回の研修旅行の案内チ

ラシが目に留まりました。“雰囲気に触れ、

感じてみる”といったフレーズでした。大

切な時を内省を深めながら生きている人

と共に歩く身にとって、ドイツ研修旅行は

きっと更なる発見があるはずと期待して

の参加でした。 

成果は三点にまとめられます。第一は、

自身のこれまでのスタンスが間違ってい

ȏȑȏǋ Ҟ ǲǱȒǦȈǵ  

第１７回 Ⱳǯ ǵȯȠǯəȷɒȷ ʹ ǲ֓қǞǭ 

-------------------------------------- 
* 福岡県八女市立野 
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なかったことを確認できたこと。第二は、

スピリチュアルケアの本質が見えたこと。

第三は、それを達成するための必要条件は

自己形成であることを知ったことです。順

に述べます。 

私のスタンスとしての日頃の考えは医

師であることを捨てることでした。それは、

職業意識を捨てられないことが特にホス

ピスにおいては弊害であるということを

“いわゆる物事のわかった人”から聞かさ

れ、意識してきたからです。その“邪魔物”

があると、人と関る際に既に自分色のフィ

ルターを準備している様なものであるこ

とは、この概念を意識し

た後に実感していまし

た。研修旅行の中で、何

度となく強調されたこ

と、それは、『それぞれ

の職種はあった上で、人

と相対するときは、人間

として人間に接する。』

ということでした。職場のそれぞれの専門

職の人達全員がそのことへの気付きを持

つことだと思います。 

次に、スピリチュアルケアの本質、私な

りにこれだと感じたのは、マリア様でした

か、捻じれてからまった紐を解いておられ

る一枚の写真でした。思い通りにならない

問題を抱えている人が解決の出口を見つ

けられない時、その人が自分自身と向き合

って自らを開放するための援助をおこな

うことを象徴している絵図でした。その人

が今まで生きてきて今も生きていてこれ

からも続いていく人生という紐の内容に

立ち入っても誰に何の益もありません。実

際にはその紐の絡まりを本人自らが解く

ことを援助し、その解けた紐がその人にと

って肯定できるものとなることが、私が得

たスピリチュアルケアの実像です。 

最後に自己形成のことについて。スピリ

チュアルな援助をおこなう際のスタンス

は相手を人間として尊重して対する自分

も一人の人間であることのはずですが、共

感という幻想のもとに援助者自身が自己

喪失をする危険にあり、それは結果として

相手を解放できないことに陥るというこ

とを心に留めています。

すなわち、目的とする相

手の心の開放姿勢と鏡

面をなす様に援助者自

身の心の開放姿勢がな

くてはならないと。自分

を見つめる自分が正直

であること、自分自身の

感性が研ぎ澄まされていること、そして自

分自身の心の深いところにある闇を開放

できること、さらに、無力の時も希望をも

てること。これらが心の深い部分への援助

者に必要な資質と感じました。自らの人間

形成を意識して継続していくことなのだ

と思います。 

感想文寄稿を終えるにあたり、信念を持

ってこの道を牽引されているキッペス先

生にはこの度の研修旅行の御礼を申し上

げます

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

   

ドイツでの「心と魂のホスピス研修 ド

イツ旅行 13 日間」に参加した。団長のキ

ッペス師を含めて総勢１４名、参加者の職

種はホスピス医、臨床心理士、グリーフケ

ア専門士、臨床パストラル・カウンセラー

などであった。研修地はオバーハーメルス

バッハ、シュトゥットガルト、メミンゲン、

アウグスブルグ、ミュンヘン、ベルリンと、

ドイツをほぼ南北に縦断した。主な訪問先

はホスピス 7、病院４、パストラルケア研
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修施設２、老人ホーム１ヶ所であった。振

り返ると、いずれの訪問先でも豊かなスピ

リチュアリティを持つ人々に出会い「スピ

リチュアルとは何か」を問い直し、自己の

「心と魂」の息吹に目覚めるよい機会とな

った。 

参加の個人的動機は２つあった。ひとつ

は 臨 床 現 場 で の ゼ ー ル ゾ ル ガ ー

（Seelsorger＝スピリチュアルワーカー）

の具体的な実践内容を知ること、今ひとつ

は忙殺されている日常生活から離れてリ

フレッシュすることであった。しかし、そ

うした研修前の動機はほとんど的外れに

終わり、スピリチュアルケアとは「心と魂

のケア」であるという

ことを再認識した濃密

な日々であった。 

フランクフルト空港

に 9月 11日 15 時頃に

到着して直ちにバスで

オバーハーメルスバッ

ハのホスピス・マリア

フ リ ー デ ン （ Haus 

Maria Frieden）に向かった。途中でアウ

トバーン教会に立ち寄り、シュバルツバル

ト（黒い森）の山道をバスは走った。夕暮

れが迫り、何人かが不安になって「何時に

着きますか」「まだどれくらいありますか」

と聞くが、団長ははぐらかして答えない。

研修最後までこの調子で、ほとんどスケジ

ュールを知らされずに旅をした。まるで羊

飼いの声に従って移動する羊のようで、参

加者の予定や都合ではなく、起こってくる

事柄に寄り添うというスピリチュアルケ

アの基本的姿勢を体験的に教えられた。翌

日は７時半から「祈りと瞑想」、午前はホ

スピスの創設者 T・ケルビウスさんの講義、

午後は施設見学、夕 19時 15分から御聖堂

でのミサであった。研修期間中はほぼこの

ような毎日であった。 

マリア・フリーデンはドイツ初のエイズ

ホスピスである。1990 年の開設当初、地

域にはエイズやホスピスに対する偏見と

差別があり、受け入れられなかった。しか

し、現在では地域との自然な交流があり、

入所者たちが地域の中で最期の日々をす

ごしている。ホスピスが地域に定着するま

での努力を支えたのはケルビウスさんの

ミッション（使命感）であり、施設で働く

人々のスピリチュアリティであった。研修

の当初、参加者はホスピスの組織、経済的

基盤、ケアの内容等について質問をして、

団長から戒められることがしばしばあっ

た。そうした体験を通して、団長がこの研

修で体験して欲しいと望んでいるのはホ

スピスで働く人や入所

者のスピリチュアリテ

ィであるということに

気づいた。 

マリア・フリーデン

は 25 人のスタッフと

14 人のボランティアか

ら構成されていた。ボ

ランティアはドイツ語

で名誉職（Ehrenamt）とも呼ばれている。

メミンゲンの子どもホスピス・聖ニコラウ

ス、シュトゥットガルトの聖マルティン、

ベルリンのリーカムなどでも、責任感をも

って働いているボランティアの存在はホ

スピスケアの重要な要素だと感じた。 

ドイツの基本法は公的施設での「魂のケ

ア（ゼールゾルゲ）」の自由な活動を保証

しており、大病院ではゼールゾルゲ部が置

かれている。ミュンヘン工科大学病院のあ

るゼールゾルガーが「魂のケアとは病院を

アットホームにすることである」と語って

いたのが印象的に残っている。 

この研修旅行について書きたい感想は

まだまだあるが、紙幅の関係で、豊かな体

験の機会を与えられたことに感謝しなが

ら筆を置くこととする。

  

ケルコビウス氏（中央） 
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～ 編集後記 ～ 

紅葉前線が次第に南に下って来ていますが、ここ東京ではあと１ケ月程しないと盛

りにはならないでしょう。前号に引き続き、「祈り」について会員の数名の方に書い

て頂きました。興味深いテーマだと編集子は考えています。招待記事では葛西先生が

興味深いテーマについて書いて下さいました。 是非皆様の反響をお聞きしたいもの

です。いずれにしましても、見たり聞いたりしたことに「無反応」であるということ

は、スピリチュアルケアに携わる者にとってもっとも避けるべきことだと思っていま

す。 毎号のように申し上げていますが、本誌の記事や編集方針について皆様の感想

やご意見をお聞きしたいのです。何事も、ものを言い出すのには多少の抵抗を感じる

ことはあると思います。しかし、その抵抗を乗り越えて「発言」された時に、大きな

「意義」が表されるのだと編集子は考えます。本誌を意義のあるものに育てるために、

皆様のご協力をお願いする次第です。 
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